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第 三 章 調 査 の 目 的、方 法、区 域

本 調査 は北 部樺 太 に於 け る、エ ゾマ ツ、 トドマ ツ の生 育状 況 を明 か に し之 が 環境

條 件 との 關係 、更 新關係 等 を知 らん が爲 め 各植 物帯 を 網 羅 す る如 く、 下部 は ツ ン ド

ラ地帯 よ う上 部木菟 山頂(海 抜LI48米)を 通 じて幅3米 のベ ル トを設定 して 次 の

調 査 をせ う。

此琶 域 を大 別 して平 坦部 、 中腹 部 、 山頂部 とす。 而 して平 坦部 を第 一、第 二 に区 分

し、第 一 平坦部 は演 習林 最 下部 よb千 輪 川 に沿 ひ軍 路 に到 る延長3・Ioo米 、海抜81

よbI2g米 に して、 第二平 坦 部 は軍 路 よ り大 和 澤(保 恵 川支流)の 分 水嶺(4/g林

班 界)を 登 る延 長5・g・o米 、海 抜12gよb34g米 に至 る問、 中腹 部 は平坦部 に連続

して保 恵川第 一支 流 の上流 を登 る延 長30co米 、海 抜34gよb5go米 の間 、lll頂 部

は 中腹部 に績 く延 長23S7米 海抜5goよ り1.148米 の木菟 山 に到 る間に して、 総

延長 叫357米 高 低差1・067米 な う。

匠 別 ペルト延長(米)潅 抜 高(来)高 差(米)平 均 勾 配

第一平坦部3…8・ 一・2948、 圭、

第 二 平坦 部59。OI29"-349220珊

中 腹 部3000349-59。241、 。.4

山 頂 部 ・3575go-1・148558-r

計14357iO67

此ベルへ トは距離 量oo米 毎 にB・M(標 杭)を 設定して其倖置と水準高を實測 し・ 陸

地測量部の水準測量及バ ロメー タ測量により海抜高 を算定せb。

植物調査は全ベル ト につ き調査採集 を行ひ 標本 を作成 し、各種植物の頻度、被覆度

を定め 、エゾマツ、 トドマツ林 の調査は 各Ioo米 毎に中庸標準地(幅3× 長Io

米)即 ち30平 方米 を選定 し之 を實査せb。

植生層は

(1)林 木 層(之 れを6米 以上の層、6-2米 層、

2-o.3米 層、o.3米 以下の層、に分ちて本敷 を調べた り)
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(2)灌 木 層

(3)草 生 層

(4)蘇 苔 層

(5)腐 朽 木 層

の五 層 に区 分 して夫 々測定 し、 林 木 層 は各直径 及 高 さ、 併 に附近 森林 の材 積 を概 測

乙・ 又o・3米 以下 は其生 育 配 置 と本 藪 とを調査 し各 々之 を圖 示せb。

灌 木 層、草生 層 、蘇 苔層、腐 朽木層 は標準 地 に対する 被覆 度 を占領 面積 に よbて 算定

し次の 五級 に別 ちた り。
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土壌はIoo米 毎の標準地 につ きボー リングをなしツームス,層、土壌 深度及不透層の

深度 を測定し、其酸度 は幽化加里法に より総酸量を キンヒ ドロン 法 に よbPHを 測
6

定せ う。


